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圭北尼方における山詞辻の農菜
官販県 t ケ宿村 の

． 序

芹ユ ；欠七界大牧前の榮比日本は西南日本に比べて貶業庄臣力において一徹

学初J-― 
大相英灰

に停吊的俎向きもつていた．。し クレ戦後の原北日本の水宰は面南日本の水準

乞変腐して曖進していゐ。そして ＇ぐの内囲 において平迫笥と山、間計5では前君

び‘顕碁r士発展と示して（＼るの！こ反し、使呑ぱ倣踊ゐ展 朋ど示している。の硬比

胞方 1こわ‘ける農業の荷充 に当 l)、3ずわ｀く以を餃蔽にある山阻笥1で展業は田

釘 1こ辰胴して ［） るク‘とい う ことをみる忌 1こ宮城県の南笥ム向把帯の七ヶ径村

をと（）あげて方祭してみたいこ思う 。

七 ヶ底村は奥叩心地の殺王の南栗煽に位置すると共 lこ、ホ村の面北混心（）

発する 1台石川が村の IJI合中央包面比 ー沢南 1こ流瓜ている。 (it f・図）
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この白石）｝＼に荘る可前街泣V31日番時代 以釆・屋吾／今交追路とな (J@ 、庭塀

築巻の景観.tJ残侍している¢)戻叩r本婉南狙以前は長業-I二従；串する呑ば比酸的

少必つ‘つをが、胴直後は交滋不便の寒村とム 1) 、農業 ，袈炭，養蚕1こ低辛す

る呑が増加し村岩杖雇白変化しと。R

本村の土地起`用は水田ココろ町歩 (a8ダ劣），加ュ／ ・ク町歩 (98劣）、

林：野.::2 6、クダク阿歩（クク、ク8劣）その俎で ｀土地は苑ん乙林野で＇占めウ瓜

回有杯はおよそその洛き占め 、 3 た民有休は々人の大 ム林桓栢 I~ 占角さ収て

（ヽる。匠宗-IJII人口の比主は蓑業（ 6ク2 幻、林業（／ダ 、歿％ ）で展林茶匁‘

村の庄活の中＇じとぷつている。

コ 、劣甦心薪地の武怠

3ず最初1こ農業生産にお叶 Q .巷木的庄産干段である耕比 について汚察をこ

左める 。紳迎は白石）1＼とそ瓜に主ぐ支泥こ益 うて存在する。 舟地化早心前立

の印＜褪めてムい。水田の介布ずる河岸鮫丘、や中猜辺さ下に私潅伶太ど角する

局裏上の過水田(__~｀ る田）が多く得れ 1J 11極の て低い 。っ・っ宕¢鬼さでが楳

高 300爪以 J:.の基度にある企位庄庄迎である。 3 と羨 家こJK田との距障b

柚めて盛い。木村 OJJ1=t /じ罰岩肉（晨哀／ダ3戸） Iこおける農]荻 ::z:5戸の匪苫取詞査

の寄展によ‘ると農霰乙lk田との距廂：IJ-̀／ク 町以J:..bある，といン）力か‘コタ多ど占

める。（ 1rI像） ． 

ここで主 同すべき ：：：とは相対的に至営規模の大さ／→靡衣心遠距計生の水田を，

莉依し 、王 き規模の小 さな康凌は土距離0 水田と耕作して いる知向で• ある。

（六ス表）•-;z 2表辰荻乙＊―＂田との距 ．津

i不党粗旭 1 ス町以四 13 :五―|5-／0町|/0町以上

二□□□（方／表より緯本）

もらろん水田区画．は 3畝未痰 lj..`哀！＼な‘ 、主芭規領ク比救的大 きl内投家に比

して ｀／枚平均面積，／ガ 竹当 1)面栖にわいてむしろ玉蛍規模の比誤幻）ヽミ

い袈家が哀い位である。ざ乏田の 介散度1-1こ爪と及対lこ少いこ t:_Iこ気が付く，

~3 表紺． ‘ 庄 ｀＿ 介、 敢と 田介化 （7f 3俵）

立 I 改台 I) 年内Iム林にあける甜江の
介骨tc紐介化について

（さJ::.尽模家ほ広い舟貶．

ど近く iこ集中し 、下尺

(~ I表よ ！）筒土） 疫家［ざての友汀である

(3公



乙い つ現象 か＇ f 絞的て• ある。⑤本謡奎 I：：：わいて i勾町こついてなあて心 3 るが

水 印 ぐついて はむしぅ逆の 完条き生じている。こがは本E方の森条匁‘自給長

業と 主体とし 、せの現全牧入を兼業（畏炭 、珀巖／後産）こあおくパ告誤 J 蕪

業に対し て『国的制約どう叶這這fl<t：：汀して 1む余峻とみて短粁Eの回に

在辛とするという棋放的壬営を行のさる g得 T..,i~‘というごとつ‘ ら禾ているも

のと推：定さ瓜る。

3 、佐水準の晨棠夜病

土比主産力 の茫涙 I~ 耕胚の高笈化乙単位面頑老い）の牧量の涸瓦こぶ I) 、て

・して倭君 tこついては岳種改良と控；肥汝吾が主ら技術的理因：さある 。⑥本：地取

について岳種［こついての毛； ・癖は団和 9 耳冷喜~ •、 (7） 昭和／ク年冷苔•® !：：思して

敦告があるが ｀l＼ 3岳唾の受運についてみる。 （芹 4係：〉

方 4 表 岳穫杓I伐付"rl)度昼（い羞村） 肥和ク年に iさ早庄種に中
| 1品 種 1阻和ク年 ／ 6耳 Iュ8耳

早 I秋田早庄I::/、":I~::、 天0 /ュ>ク5
侶大早主コ q7.、 3 ! /残． 5 ュ立。

生 I晏み 2 号 1 9ク、3 I ? o. o 

庄大恵、早庄 ！ ;2 3. -o I,; o. s 
鯰沢／号 ‘ s 1. o I / ::2 o、0

甕 lヽ '4号 ;2:::7. 5 !り 0. 7 

に‘があり 、昭和／ ¢耳も同

様で何爪 b母ギ数と占めて

いるっ索比では屈和初期土

では程芯て的自翡ぎ的岳種の亀

I 厖が支配的であっとか｀⑨

本地販では高冷!!~·あるた

めにポど支面ご的こ広るに至

!:え合首t)373 5r53筍/：：：(S85かク了
1 ，陳戒／3之号 ? o. 5 I / t? o. o I ~ , 7'. o 

I庄 1日 の 丸 ク3 々ュ 5/． o 

屋：ここIダ□崎 3/5f(／クわ夕／ここ名） 芯：つとしを：：二；
I ：只5S3 ク／ 5 っ／5()ク： 性の名企王斉品種;7)中庄種

□ □;：三三］］［：の

つ中‘、ー大正耳六！こおける痕

北貶方の一餃的様相をあ ・る

阻冷性の早庄種 -1)::ふお多く

叡産さ収て I'をという遜爪

I 
碕 l
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部ー紋の多佼 性ヽの呪主化が弓く心つてきた。木村の中心肉那冠の證登展応5

戸1こついてみると、早庄種r/ 3 % I 中主晉t3 1 % ，咤生租ダク 先であっ た e
＂が咋 □阻尺批匁みウ爪、上尽戻忍さ 5 ~ ¢.＼豆匿ご早主～晩主へと幅
広く対応しているの i：：：対し ；下只長家は ／～之岳桓 しつ｀牧付しておウ f衣付

件 に差冥な‘郡めウ収る。昭和ユ 5 年以降 の登作と供主制度、米価との完運 tこ

おいて多改1生の咤生仁移行匁｀激化され．ごのことは冷ぎこ対する社会杢斉的

- ． 誘発隅迂恥 {.}I ) 、冷害に叶して の下 只農羹こよ 1) 大き I~被吾をもとウす結果

g示をす 。このよがこム村の自企杢斉桟禅の中にも 吊種送択の対応 1さ詭めら

収るがなさ技術の低位性はわ‘おわれrよい。

っざに尼ギ斗についてみると 、 （方 5表ぅ肥料は苛刷時代 1こrよってむしろ金

芹グ表 程姫Wtl肥料消費昏 (7ヶ苔村う 肥の哀杖という納向左 bつを．

に 哀＜ ｀羨産業と酎連する面

の取引先の K製糸 の K合涙肥

ィ ．l ． | ＇ノヘ 9Iヽ
- I I 

-J  杵と前悟して使用tる農亥が
:・ 1-・, I硝 荘 1 々 8o I . ~; I 多い，とく 1こlk稲におい て多

肥哀佼吊桓の選加 I：：件つて蒋

l 杖乏水る一方、推肥や慰炭の
／ 

討 1：：： 主ず考ぶ木炭尽と二り白約肥

料の依存庭も△お哀い。晨荻

支出の上グらみると嘩入肥料ー

は璽哩な役割と占め， 甜査展

疫 25戸の中 ｀躾 衷支生の30

％以上としめるもの 2 戸／匁0名

以 上 ノ I 戸で、 30 ％未旦計岱

3戸こすさ＇中、 嘩入肥料の展

亥LへおiTる牧営Il:J大き l¥。

（村牧協南料I::::.J.~) 品種、肥料 1こつい で西杖 1こ

っ t＼ても注目丁べ‘巴 bのがある。通し苗代‘ば戦時中 J'.I)痰少篠向 1こあ ll、宮肱

呆で・も固伯釘ごあった。＠ 本村にわ いても～ーのことが統．めウがる。（方＆表）

通し朋代 ，l!羊．吸乙委餌吊代の舘．斉 i勾昭和ヱ 5年に保温折衷南代‘が尊入こ l杖結

果であ るが、 函し苗代の 残‘存は上胆利用上検討を蓉丁令向励ぐある。

ムゎ` ．農業槃和I"?、躾枚兵、大家 溢ム ど についても新しい技術沐茉への対｝

定の要相は詭めウ米るな、平巴胆 に比して金紅t生ク‘i『出ご ik、す を活只的 I二

(3 8) 
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下尺畏忍：：： ;:::_<Iこ停芹約である。

方 ん表南代 の変

□7 I昭和パ

凌． （ヒ ヶ結 i甘)

こ普 痘 ：保逼折裟 ．替
□]d.5 
膠 し

， 

途 i保温折衷
ヽ

3夕．つ ％ ： 

菌 ィや 委杞朋代

ダコ、6%
I ‘‘ i四和辺且 :l J. I : 

I : I昭和咋耳 1 3 9. 2 : 3?．2 I 23.6l 4 - -

ダ 、自治的な農業庄産

劣患rょ耕胚と低水準の農業投病の 中で、 とのよ、ウ /~展業庄産が営 3 瓜てし＼

るであろ うか 。 ぽ？表）

アク表 ヒ遺村農業生産 ”（昭和 ;;z7且）

I~呵l二［ーず
： ： □ア：：ダ3298%Iュ：ニ
尽姜箸 立 5 、々0 I必錢濃 i|っ今7意
甘 、函／ク-ダ :3、q 1';2ク 5噂＇ ／ユ3襲 I
1大豆 5ク、 8 /／ュ タ々⑬賃i
小 豆-コク．々 ●：58.2々／` 8 石 I
ゾサイタク々・:/0.7 1叫疇

Iナ タネ I/S、7 3/ 

三□三I

¢.9¢石

ク` g2石

/. 3 L.r石
3 00商

水栢作介i面積q昭和 ／0．I/届

が居高でし左i¥1こ下降し 、20匡

iこ最低と応） •: そ の 後新欠回復

. .•したな、 戦前の水窄．1:::. . .J <'.:'復1日

して いrよい。交牧（方ユ図）極

めて不名定で登困のイ乍が茫だし

い。昭和 9. ／ん ｀ ュ8耳の低位

・｛か令呂1こする ．． V (lJ である。木村

においては稲作技術ガ．倖箔して

いるに加えて、ー現金升を入を製炭

養蚕、、記裏にあおぐため＼ 労布

力授下 (J)中心 はてこ 1：：：ぉつ‘れ‘

配~Iこな定介労町ガ左投下 ．し得

‘― ‘9 9 在い。 ~..<( Iこ階尺的 Iミ 進求する
時、 J:..尽長家は反 枚志＜ ．下戸展衷/.:j'C'i-Kがイをいという荼実がみられる。晨

業生産力の大 J)ヽ Iさ妍作現模の応）ヽ 1：：： △‘つ て左在こ瓜て いる形危◎な：：こで b

薔取される。

俎依は大豆、小豆と中心‘とする椎骰な多 ＿く、素 、‘Iサイ ＇、“変恵倉｀之につぐ

生産力 のイとい零細王営のム迎畏業では租般中心で、畑b自象.7)主合の栽培 iこ
あて 1,.i.I介水は亙 らr→いの 1な、正 1こム村の将盾である。 ＠ ,. I 

、 -
ヽ

.,、

C々o)



（叉佼）

ユ()

メ 5

I I i 

I I ＼ I 

/_ o l1 

I 
9.5 1 

『C々
l 
g ＾ ー ―

昭和 6 9 /0 /S ハら コ0 ュs スS

ヤコ図 七、r．箔村水痒及点（打杖場浣科 I：：よる）

5．斑企牧入の途

自玲灼合い庄危力の農業をカノゞ‘ ーするも の 乙して｀斑金故入は養蚕、 酪晨

の外 i：：袈炭 iこ求めつ収る。 ＜芹 S表）羨蚕は肥料ぺ 全 の侠伶栄と／今つて いる

二とか注意さ水る。す lii't")ち．瓦こIむ蓉r⇒購入肥料と前侭して ．面の訥 入の

際（こ八‘会庄テlして寂箆するこいう仕点であ る。桑図Iな戦叶中 の衣付諒快 と△

桑の手入不足によって由肴は澱少して 2 ／耳 に 最低 ど I~ つなな， 斯次OO復し

てきとが戦前の冷 ctさ`rよい。蚕取引は毎耳呑の晏昼前1こ哭約1J.f和b水る。

畏次は合成肥料，蚕穫、桑西，畏蚕呉等の距物苺砲と が 介．苗ぺ企 J I)支

仔mれる。なた、レ ．I酌面 1規格、取引 tl)~斉的秩序 l：： ついて （さ 、 庄産店心義

蚕裏衣 ．の 津として受勧的正蛎 Iこおの‘がて L\ る a.::: が、 ｛さいう JC:· も r~ い o

簡辰は養椴な村の果半介ctTmれるに対し ．村の西半部で・行 m爪、 ム 簡来

所皿町の y 俣乳と取引する。乳牛 Iさ乙<iこ昭和 9年冷苦使の親金恢入対策と

して巽厠せら収、 ホIVスタイン種が導入された。遺丞俣料はゲ慄乱匁 濁`州

ょ．I)購入するに依存した。戦早未期（：：衰退したが、藪後、製炭 :1)原木枯涅m

見通し ・（こよつて南度乳ヰ銅養苑扁への方向がとらぷるに豆つを。

つき'1こ景央 l3村の歪戸放の 90 ％孜従奉している。木炭原木 l'l回居林 1こ依

科し、岳互揺下げをう！介る 。t.;J)代 1)森休J)手入収、造ガK I訂伐 f~ ~の労栴
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土校の武祐＆もち ．

田祖前と m藍直校 tこ弓く、

こ収び‘

田硫乙一番除華 1こ馬誓とお

よ1寄 tことな・大きい。回有

応Iさ村氏の庄活こ全く不可

介の阿示 gbつ。⑲3を焦

木代金（土？ー8曹I..J>晨塚4‘

木炭件 ・百業呑に依濁し C前

虹lをしている戒甦で 、
ゐ をの木炭釦格 1ギ業右 1.:圧

右ミ収る。逆全恐：入源の中

心で•ある畏史 b 前告南全 1•こ

よるという核爪た紋砦さホ

景象 1こ年える影

．展浪の発堂左

t t:,.共 1こ、

誓b大さく

如てし‘“"3を9／→す。

. 6. ~~諾 ．

食僅自命の仁め（こ展業と

9行い＇、現企敢：入として療炭、

晨俣 ｀．茫晨と営む晨 ~Iさ｀
• 取引代｀俣よ通じて令く不和l

ム急雰にあ‘つ‘爪ている。で

の甜界 、さすうt辰業生産
ヵの発辰（さ麻、帯世している。

山村の晨業 t.:t.11、村の全斉禅
ヽ

造の介析ヽこ J‘ りその定態か‘

把摂こホる。 'f)‘<’して欝・'業

化の方向 bとり得ないとた

に優媒労釘危こして葎林＾

いしば布市への移出も illl害

之収 、停滞涅の中に庄君左翅色繁している。このようム社会壬斉的条件，.l)もと

に巽販気象に置涯すると命：底的広打恵さ祖る¢D災苦に附してを全子と心 ll

面格変動の危険介敬 i::::.r~ る '- ともつ身函謳営な｀⑱上尺農象 1こ採用ミ

＊推直こぶている衣‘‘一縦の娯：品は痢る tヽ 臣逹しさわうえr→（ヽ．

“ユ）
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鷹行 しと瞭 Iこ行っ之も .7)C・ ある。同罪蛮臼のる位／一 つい Iこ迎定の方？ iこ尻<
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